
  
1

「
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
！
…
」

来
客
が
い
つ
に
な
く
足
し
げ
く
訪
れ
る
。
店
内
に
迎
え
る
声
も
弾は

ず

む
。

惣そ
う

菜ざ
い

店
で
は
、「
多た

彩さ
い

菜な

弁
当
」、「
満ま

ん

菜さ
い

強き
ょ
う

Ca
弁

か

当
」
と
い
っ
た
、
ち
ょ
っ
と
変
わ
っ
た
ネ
ー
ミ
ン
グ
の
弁
当
が

特
別
に
売
ら
れ
て
い
た
…
。

＊

愛
知
県
は
、
商
店
街
を
取
り
巻
く
環
境
が
大
き
く
変
わ
る
中
に
あ
っ
て
、
地
域
の
食
・
人
・
物
・
文
化
・
歴
史
を

活
か
す
な
ど
し
て
特
徴
あ
る
取
り
組
み
を
し
て
い
る
商
店
街
を
「
ブ
ラ
ン
ド
商
店
街
」
と
し
て
、
県
内
で
三
十
二
カ

所
選
定
し
、
活
性
化
を
促
し
て
い
る
。
そ
の
一
つ
に
安
城
中
央
商
店
街
連
盟
が
あ
る
。
Ｊ
Ｒ
安
城
駅
周
辺
の
安
城
セ

ン
ト
ラ
ル
・
安
城
市
御
幸
・
安
城
市
本
通
り
・
安
城
市
朝
日
町
・
安
城
市
日
の
出
町
・
花
の
木
の
六
つ
の
商
店
街
で

構
成
さ
れ
て
い
る
。

「
駅
前
通
り
は
シ
ャ
ッ
タ
ー
通
り
」
と
よ
く
揶や

揄ゆ

さ
れ
る
が
、Ｊ
Ｒ
安
城
駅
前
の
商
店
街
は
シ
ャ
ッ
タ
ー
が
下
り
っ

ぱ
な
し
の
店
は
少
な
く
元
気
が
あ
る
。
徒
歩
数
分
の
圏
内
に
、
安
く
て
美
味
し
い
食
べ
物
店
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
飲
食

産
学
連
携
で
商
品
開
発
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店
、
流
行
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
、
日
常
の
生
活
用
品
も
ま
か
な
え
る
店
、
商
業

だ
け
で
な
く
い
く
つ
か
の
金
融
機
関
も
拠
点
を
置
く
市
の
中
心
街
だ
。
安
城

七
夕
ま
つ
り
の
メ
ッ
カ
で
も
あ
る
。

そ
の
一
画
に
い
く
つ
か
の
手
作
り
惣
菜
の
店
が
あ
る
。「
手
作
り
惣
菜
玉

木
屋
」、「
お
か
ず
の
松
美
屋
」
…
。
和
風
・
洋
風
の
惣
菜
・
弁
当
・
仕
出
し

料
理
等
を
提
供
し
て
い
る
。

玉
木
屋
の
モ
ッ
ト
ー
は
「
体
に
や
さ
し
く
、
食
べ
て
お
い
し
い
」。
無
添

加
に
こ
だ
わ
り
、
手
作
り
の
家
庭
的
な
味
を
売
り
に
す
る
。
松
美
屋
は
無
添

加
の
地
元
野
菜
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ
た
「
野
菜
の
煮
物
弁
当
」
が
メ
イ
ン
商

品
だ
。

こ
れ
ら
手
づ
く
り
惣
菜
の
店
は
近
隣
市
民
の
人
気
が
高
い
。
徒
歩
は
も
ち
ろ
ん
、
自
転
車
、
バ
イ
ク
、
車
で
買
い

に
来
る
お
な
じ
み
の
人
気
店
だ
。

そ
れ
ら
の
店
で
、
平
成
二
十
二
（
二
〇
一
〇
）
年
二
月
～
三
月
、
新
し
い
弁
当
が
売
り
出
さ
れ
た
。

愛
知
学
泉
大
学
家
政
学
部
の
学
生
と
総
菜
店
が
協
力
し
、
地
産
地
消
を
取
り
入
れ
健
康
に
配
慮
し
て
開
発
し
た
創

作
弁
当
「
大
地
の
愛め

ぐ
み実

」
だ
。
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2

愛
知
学
泉
大
学
家
政
学
部
家
政
学
科
管
理
栄
養
士
専
攻
の
学
生
八
人
が
二
班
に
分
か
れ
、
玉
木
屋
と
は
鉄
分
を
強

化
し
た
「
多た

彩さ
い

菜な

弁
当
」
を
、
松
美
屋
と
は
カ
ル
シ
ウ
ム
豊
富
な
「
満ま

ん

菜さ
い

強き
ょ
う

Ca
弁

か

当
」
を
そ
れ
ぞ
れ
創つ

く

っ
た
。

キ
ー
ワ
ー
ド
は
「
管
理
栄
養
＋
ヘ
ル
シ
ー
」
だ
。
最
近
は
、
弁
当
な
ど
新
商
品
が
よ
く
開
発
さ
れ
る
。
そ
の
多
く

は
主
に
〝
地
産
地
消
〟
に
こ
だ
わ
っ
た
も
の
が
多
い
。
し
か
し
、愛
知
学
泉
大
生
が
取
り
組
ん
だ
の
は
、〝
地
産
地
消
〟

だ
け
で
な
く
、
栄
養
管
理
の
知
識
を
生
か
し
た
メ
タ
ボ
対
応
の
、
し
か
も
栄
養

は
十
分
に
配
慮
し
た
、
腐
心
の
ヘ
ル
シ
ー
弁
当
で
あ
る
。　

学
生
が
メ
ニ
ュ
ー
を
提
案
し
、
店
側
が
客
の
好
み
や
コ
ス
ト
な
ど
を
も
と
に

内
容
を
調
整
。
イ
タ
リ
ア
ン
つ
く
ね
や
炊
き
込
み
ご
飯
な
ど
（
多
彩
菜
弁
当
）、

サ
バ
の
み
そ
だ
れ
、
小
松
菜
寒
天
な
ど
（
満
菜
強
Ca
弁
当
）
を
入
れ
、
炭
水
化

物
、
タ
ン
パ
ク
質
、
脂
質
が
バ
ラ
ン
ス
良
く
取
れ
る
よ
う
に
考
案
し
た
。
ど
ち

ら
も
一
日
に
必
要
な
野
菜
の
八
〇
％
以
上
、
ミ
ネ
ラ
ル
の
四
〇
％
以
上
が
取
れ

る
内
容
に
仕
上
げ
ら
れ
た
。

管
理
栄
養
士
専
攻
で
学
ぶ
基
礎
知
識
（
食
品
学
、
食
品
加
工
学
、
調
理
学
）

や
そ
れ
ら
の
実
験
科
目
で
得
た
能
力
を
フ
ル
に
活
か
し
た
も
の
だ
。

Ⅰ　社会適応の人材育成
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「
学
生
考
案
の
ヘ
ル
シ
ー
弁
当

　
　
　

愛
知
学
泉
大
と
総
菜
店
が
協
力
し
開
発
」

こ
ん
な
見
出
し
で
、
こ
の
取
り
組
み
が
マ
ス
コ
ミ
に
も
大
き
く
報
道
さ
れ
て
、
話
題
を
呼
ん
だ
。

共
同
開
発
の
弁
当
は
老
舗
ブ
ラ
ン
ド
の
定
番
商
品
に
加
え
、
両
店
舗
で
二
月
二
十
五
日
か
ら
三
月
二
十
五
日
ま
で

の
一
カ
月
、
販
売
日
や
数
量
を
限
定
し
て
販
売
さ
れ
た
。
販
売
当
日
の
昼
ご
ろ
に
は
開
発
に
携
わ
っ
た
学
生
た
ち
も

店
頭
に
立
っ
て
、
弁
当
の
説
明
に
当
た
り
、
Ｐ
Ｒ
に
努
め
た
。

安
城
学
園
は
、「
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
の
人
づ
く
り
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、
い
ま
地
域
社
会
で
活
躍
で
き
る
人
材

育
成
と
し
て
、企
業
や
行
政
機
関
な
ど
と
研
究
・
連
携
し
な
が
ら
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
行
っ
て
い
る
。
こ
の
ヘ
ル
シ
ー

弁
当
開
発
も
安
城
商
工
会
議
所
と
の
産
学
連
携
の
一
環
と
し
て
、
実
現
し
た
活
動
だ
っ
た
。

だ
が
、
弁
当
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
こ
の
年
に
初
め
て
始
ま
っ
た
も
の
で
は
な
い
。

  

3

弁
当
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
平
成
十
八
（
二
〇
〇
六
）
年
度
か
ら
、
コ
コ
ス
ト
ア
と
の
産
学
連
携
で
始
ま
っ
た
。

初
年
度
は
家
政
学
専
攻
チ
ー
ム
が
若
い
女
性
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
た
「
プ
チ
弁
当
」、
二
年
目
は
管
理
栄
養
士
専

攻
チ
ー
ム
が
そ
の
専
門
性
を
活
か
し
て
、
成
人
男
性
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
た
栄
養
健
康
弁
当
「
午
後
力
弁
当
」、
三

年
目
は
管
理
栄
養
士
専
攻
チ
ー
ム
が
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
症
候
群
対
策
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、
野
菜
の
力
を
ア
ピ
ー
ル
し
た
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「
野
菜
多
弁
当
」
と
、
相
次
い
で
開
発
し
、
コ
コ
ス
ト
ア
で
売
り
出
し
た
。

そ
し
て
四
年
目
に
な
る
平
成
二
十
一
（
二
〇
〇
九
）
年
度
は
安
城
商
工
会
議
所
と
の
産
学
連
携
で
地
元
安
城
の
商

店
街
に
あ
る
惣
菜
店
と
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
組
ん
だ
の
だ
。

こ
れ
は
、
新
た
な
試
金
石
で
も
あ
っ
た
。
客
層
は
も
ち
ろ
ん
、
商
店
街
に
生
き
る
老
舗
な
ら
で
は
の
味
へ
の
こ
だ

わ
り
、
製
造
に
か
け
る
時
間
や
手
間
、
コ
ス
ト
面
の
配
慮
な
ど
、
こ
れ
ま
で
の
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
と
の
コ
ラ

ボ
と
は
ま
た
大
き
く
異
な
る
面
が
あ
る
。

「
管
理
栄
養
と
い
う
専
門
性
を
ど
こ
ま
で
商
店
街
の
お
弁
当
屋
さ
ん
に
取
り
入
れ
て
も
ら
え
る
か
」

指
導
す
る
安
藤
明
美
教
授
も
懸
念
す
る
と
こ
ろ
だ
っ
た
。
し
か
し
、
安
藤

教
授
は
、

「
学
生
た
ち
は
相
当
頭
を
悩
ま
せ
る
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
が
、
そ
れ
を
自

分
た
ち
で
考
え
抜
い
て
い
く
こ
と
が
こ
の
活
動
の
狙
い
で
す
」

と
、
そ
の
教
育
成
果
も
し
っ
か
り
と
期
待
し
て
い
た
。

そ
の
読
み
は
確
実
だ
っ
た
。
こ
れ
ら
一
連
の
弁
当
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は

中
央
の
行
政
省
庁
に
も
高
く
評
価
さ
れ
て
い
た
の
だ
っ
た
。

愛
知
学
泉
大
学
は
、
経
済
産
業
省
が
主
催
す
る
「
社
会
人
基
礎
力
育
成
・

評
価
グ
ラ
ン
プ
リ
」
で
コ
コ
ス
ト
ア
と
連
携
す
る
弁
当
開
発
事
業
を
発
表
し
、

過
去
二
年
、準
大
賞
（
準
グ
ラ
ン
プ
リ
）（
平
成
二
十
年
）、特
別
奨
励
賞
（
ア
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ク
シ
ョ
ン
部
門
）（
平
成
二
十
一
年
）と
受
賞
し
た
。
そ
し
て
平
成
二
十
二（
二
〇
一
〇
）年
三
月
五
日
に
行
わ
れ
た「
グ

ラ
ン
プ
リ
2
0
1
0
」
の
決
勝
大
会
で
は
、
こ
の
地
元
商
店
街
の
惣
菜
店
と
の
連
携
に
よ
る
弁
当
開
発
で
特
別
奨

励
賞
（
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
部
門
）
を
、
ま
た
担
当
教
員
の
安
藤
教
授
は
優
秀
指
導
賞
を
受
賞
し
た
。

全
国
か
ら
五
十
三
大
学
が
参
加
す
る
中
、
過
去
三
回
行
わ
れ
た
決
勝
大
会
に
す
べ
て
出
場
し
た
の
は
愛
知
学
泉
大

学
だ
け
で
あ
り
、
し
か
も
三
年
連
続
受
賞
の
栄
誉
は
、
た
し
か
に
誇
ら
し
く
語
ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
弁
当
開
発
は
、
平
成
二
十
二
（
二
〇
一
〇
）
年
一
〇
月
に
は
「
ビ
シ
ッ
と
繊
維
弁
当
」（
手
作
り
惣
菜
玉
木

屋
と
連
携
）、「
魚さ

か
な

de
良よ

脂し

弁べ
ん

当と
う

」（
お
か
ず
の
松
美
屋
と
連
携
）
が
、
平
成
二
十
四
（
二
〇
一
二
）
年
二
月
に
は

「
丈じ

ょ
う

山ざ
ん

の
四
季
菜
弁
当
」（
Ｊ
Ａ
あ
い
ち
中
央
産
直
セ
ン
タ
ー
安
城
南
部
お
か
ず
工
房
と
連
携
）、「
南
吉
の
味
便
り
弁

当
」（
お
か
ず
の
松
美
屋
と
連
携
）
が
考
案
さ
れ
、
話
題
を
呼
ん
だ
。

  

4

家
政
学
部
家
政
学
科
管
理
栄
養
士
専
攻
が
産
学
連
携
に
よ
り
、
企
業
と
協
力
し
な
が
ら
商
品
開
発
を
行
う
例
は
ほ

か
に
も
あ
る
。

平
成
二
十
一
（
二
〇
〇
九
）
年
度
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
、
弁
当
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
ほ
か
に
、
安
城
市
・

安
城
商
工
会
議
所
・
Ｊ
Ａ
あ
い
ち
中
央
・
山
崎
製
パ
ン
安
城
工
場
を
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
、
地
域
特
産
日
本
一
の
い

ち
じ
く
を
使
っ
た
加
工
食
品
開
発
を
行
っ
た
。

で
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い
ち
じ
く
は
聖
書
に
も
登
場
す
る
よ
う
に
、
古
く
か
ら
人
々
に
親
し
ま
れ
て
い
る
果
物
で
あ
る
。
愛
知
県
内
で
い

ち
じ
く
栽
培
が
本
格
化
し
た
の
は
昭
和
四
十
年
代
に
入
っ
て
か
ら
。
昭
和
四
十
五
（
一
九
七
〇
）
年
か
ら
始
ま
っ
た

農
作
転
換
政
策
に
よ
り
栽
培
が
増
え
、
今
日
で
は
安
城
・
碧
南
地
区
は
「
日
本
一
の
い
ち
じ
く
産
地
」
と
し
て
の
地

歩
を
築
い
て
い
る
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
そ
の
安
城
の
特
産
品
で
あ
る
い
ち
じ
く
の
需
要
を
振
興
す
る
と
い
う
ば
か
り
で
な
く
、
い
ち

じ
く
の
中
で
も
生
食
用
と
し
て
は
市
場
に
出
せ
な
い
規
格
外
品
の
活
用
を
ね
ら
っ
た
加
工
品
開
発
で
も
あ
っ
た
。

提
携
先
が
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
寄
せ
る
期
待
と
要
望
は
さ
ま
ざ
ま
だ
っ
た
。
安
城
市
、
安
城
商
工
会
議
所
で
は
、

地
域
農
業
の
一
層
の
活
性
化
や
市
域
に
お
け
る
商
工
業
の
振
興
な
ど
経
済
振
興

だ
っ
た
が
、Ｊ
Ａ
あ
い
ち
中
央
や
山
崎
製
パ
ン
で
は
、き
わ
め
て
具
体
的
だ
っ
た
。

「
規
格
外
品
と
し
て
冷
凍
さ
れ
た
い
ち
じ
く
の
販
路
を
拡
大
し
て
、
い
ち
じ
く

を
栽
培
す
る
傘
下
組
合
員
の
経
営
安
定
に
つ
な
げ
た
い
」（
Ｊ
Ａ
あ
い
ち
中
央
）

「
冷
凍
い
ち
じ
く
を
原
料
に
し
た
新
規
パ
ン
類
の
開
発
を
期
待
し
た
い
」（
山

崎
製
パ
ン
）

共
通
の
目
標
は
「
冷
凍
い
ち
じ
く
」
を
原
料
に
し
た
加
工
食
品
だ
っ
た
。

い
ち
じ
く
の
規
格
外
品
（
冷
凍
い
ち
じ
く
）
を
利
用
し
た
加
工
品
と
し
て
は
、

す
で
に
ス
ブ
レ
ッ
ド
、
ソ
ー
ス
、
ジ
ャ
ム
、
ワ
イ
ン
、
ド
リ
ン
ク
な
ど
、
あ
ま

た
の
商
品
が
開
発
さ
れ
て
お
り
、
山
崎
製
パ
ン
も
ま
た
Ｊ
Ａ
あ
い
ち
中
央
か
ら
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出
荷
さ
れ
た
冷
凍
い
ち
じ
く
を
原
料
に
し
て
、
す
で
に
い
ち
じ
く
ジ
ャ
ム
を
使
っ
た
「
ラ
ン
チ
パ
ッ
ク
」
や
「
イ
チ

ジ
ク
パ
イ
」
を
市
販
し
て
い
た
。

そ
れ
を
か
い
く
ぐ
っ
て
、
新
規
製
品
と
し
て
何
を
作
る
か
―
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
そ
の
模
索
か
ら
始
ま
っ
た
。

  

5

弁
当
開
発
が
家
政
学
部
管
理
栄
養
士
専
攻
・
安
藤
明
美
教
授
に
よ
っ
て
指
導
さ
れ
た
の
に
対
し
、
い
ち
じ
く
加
工

食
品
は
同
じ
く
管
理
栄
養
士
専
攻
・
鬼
頭
幸
男
教
授
の
担
当
に
よ
る
も
の
だ
。

鬼
頭
教
授
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
の
段
階
で
び
っ
く
り
し
た
。
学
生
の
中
に
は
い
ち
じ
く
を
食
べ

た
こ
と
の
な
い
者
が
多
か
っ
た
の
だ
。

「
で
も
、
い
ち
じ
く
っ
て
、
昔
か
ら
民
間
医
療
の
薬
と
し
て
も
使
っ
た
っ
て
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
言
っ
て
た
」

「
え
ー
、
そ
う
な
ん
だ
…
。
何
に
効
く
の
？
」

「
酔
い
覚
ま
し
に
良
い
と
か
、
痔じ

に
良
い
と
か
…
」

「
や
だ
あ
…
」

「
で
も
、
美
人
に
も
な
る
ん
だ
っ
て
…
」

「
そ
ん
な
ら
食
べ
な
き
ゃ
…
」
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い
ち
じ
く
と
聞
い
て
交
わ
す
学
生
た
ち
の
屈
託
の
な
い
会
話
は
、
や
は
り
現
代
の
女
子
学
生
気
質
の
あ
ら
わ
れ
だ
。

―
前
途
は
ど
う
な
る
か
…
。

ま
ず
は
農
家
訪
問
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
に
。

い
ち
じ
く
を
試
食
し
、
そ
の
栽
培
が
主
に
子
育
て
を
終
え
た
女
性
や
高
齢
者
に
頼
り
、
農
家
女
性
の
仲
間
づ
く
り
、

定
年
退
職
者
の
生
き
が
い
づ
く
り
の
場
に
も
な
っ
て
い
る
こ
と
を
知
る
。

そ
ん
な
生
産
状
況
を
学
び
、
い
ち
じ
く
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
リ
サ
ー
チ
を
行
っ
た
。
既
製
品
の
調
査
を
行
い
、

い
ち
じ
く
と
相
性
の
よ
い
風
味
を
調
べ
、
具
体
的
な
製
品
を
試
案
し
て
い
っ
た
。

結
果
、〝
学
泉
発
〟「
安
城
名
物
い
ち
じ
く
ス
イ
ー
ツ
」
の
開
発
を
目
指
し
た
…
。

消
費
者
に
受
け
入
れ
ら
れ
や
す
く
、
か
つ
商
品
寿
命
の
長
い
商
品
と
は
…
。

そ
の
商
品
フ
ォ
ー
ム
を
企
業
等
の
担
当
者
と
と
も
に
見
極
め
、
そ
し
て
、
民

間
企
業
の
食
品
開
発
の
専
門
知
識
、
優
れ
た
研
究
実
績
・
ノ
ウ
ハ
ウ
を
学
び
、

教
授
の
指
導
な
ど
を
受
け
な
が
ら
、
試
作
、
試
作
品
評
価
と
ア
ド
バ
イ
ス
、
改

良
…
を
繰
り
返
し
、
学
生
自
ら
が
考
え
る
も
の
の
商
品
化
を
図
っ
た
。

ま
た
、
平
成
二
十
二
（
二
〇
一
〇
）
年
に
は
、
山
崎
製
パ
ン
安
城
工
場
と
産

学
連
携
二
年
目
の
取
り
組
み
と
し
て
、
健
康
を
意
識
し
た
パ
ン
の
開
発
に
挑
戦
。

学
生
な
ら
で
は
の
ア
イ
デ
ア
を
生
か
し
た
パ
ン
の
開
発
に
取
り
組
ん
だ
。
管
理

栄
養
士
専
攻
の
学
生
十
三
人
が
二
つ
の
チ
ー
ム
に
分
か
れ
、
二
十
代
女
性
が
好
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む
栄
養
た
っ
ぷ
り
の
「
カ
ル
シ
ウ
ム
、
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
が
取
れ
る
パ
ン
」「
野
菜
を
取
り
入
れ
た
健
康
パ
ン
」
の
二

つ
の
テ
ー
マ
で
商
品
開
発
し
た
。

ま
た
、
大
学
家
政
学
部
家
政
学
専
攻
の
有
志
が
、
郷
土
料
理
の
ア
レ
ン
ジ
メ
ニ
ュ
ー
、
旬
野
菜
を
使
っ
た
惣
菜
の

開
発
に
取
り
組
ん
だ
。
安
城
商
工
会
議
所
、
安
城
の
郷
と
の
連
携
で
、
デ
ン
パ
ー
ク
内
の
和
食
処
「
ふ
る
さ
と
館
」

の
郷
土
料
理
メ
ニ
ュ
ー
開
発
、
産
直
セ
ン
タ
ー
安
城
南
部
内
の
「
ふ
る
さ
と
・
お
か
ず
工
房
」
の
惣
菜
開
発
、
そ
し

て
地
元
特
産
野
菜
に
付
加
価
値
を
つ
け
て
売
り
出
す
販
売
促
進
企
画
―
地
元
野
菜
の
セ
ー
ル
ス
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
企

画
を
手
掛
け
た
。

だ
が
、
こ
れ
ら
弁
当
開
発
、
い
ち
じ
く
加
工
食
品
、
パ
ン
、
惣
菜
な
ど
の
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
単
に
新
た
な

商
品
開
発
を
目
指
す
だ
け
の
も
の
で
な
く
、
大
学
に
と
っ
て
は
大
き
な
教
育
的
成
果
を
ね
ら
う
も
の
で
あ
っ
た
。

  

6

「
コ
コ
ス
ト
ア
さ
ん
か
ら
何
度
も
ダ
メ
出
し
が
あ
り
、
そ
れ
で
も
必
死
に
く
ら
い
つ
い
て
い
っ
た
か
ら
こ
そ
、
商
品

化
に
ま
で
こ
ぎ
つ
け
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
う
し
た
経
験
か
ら
、
自
ら
積
極
的
に
行
動
す
る
こ
と
、
相
手
の
意
見
を

聞
い
て
粘
り
強
く
取
り
組
む
こ
と
で
必
ず
道
は
開
け
る
と
い
う
自
信
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
れ
が
自
分
に
と
っ

て
何
よ
り
の
財
産
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
」

弁
当
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
関
わ
り
、
い
ま
は
医
療
機
関
等
の
給
食
サ
ー
ビ
ス
企
業
に
勤
め
る
卒
業
生
は
、
実
際
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に
仕
事
を
す
る
上
で
、
産
学
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
の
経
験
が
大
き
く
プ
ラ
ス
に
な
っ
て
い
る
と
感
想
を
も
ら
す
。

「
商
品
化
ま
で
に
は
多
く
の
課
題
を
解
決
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
そ
の
一
つ
一
つ
に
向
き
合
う

こ
と
で
、
通
常
の
授
業
で
は
得
ら
れ
な
い
力
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
」

鬼
頭
教
授
も
、
い
ち
じ
く
加
工
食
品
開
発
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
、
学
生
た
ち
に
は
主
体
性
・
課
題
発
見
力
・
創
造

性
・
実
行
力
…
な
ど
の
力
が
身
に
つ
く
と
考
え
る
。

産
学
連
携
は
「
生
き
た
学
び
の
場
」
で
あ
り
、参
加
メ
ン
バ
ー
は
確
実
に
大
き
な
成
長
を
遂
げ
て
い
る
。
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
参
加
し
て
学
生
た
ち
が
得
た
貴
重
な
経
験
は
、
こ
れ
か
ら
管
理
栄
養
士
と
し
て
社
会
で
活
躍
す
る
時
に
大
い

に
役
立
つ
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
の
だ
。

＊

こ
う
し
た
取
り
組
み
の
成
果
と
し
て
、
大
学
に
も
い
く
つ
か
の
実
績
が
築
か

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

「
社
会
人
基
礎
力
育
成
・
評
価
グ
ラ
ン
プ
リ
」
で
の
連
続
受
賞
も
そ
の
一
つ

の
あ
ら
わ
れ
だ
が
、
管
理
栄
養
士
の
国
家
試
験
で
は
全
国
平
均
を
大
き
く
上
回

る
高
い
合
格
率
を
あ
げ
、
ま
た
〝
就
職
に
強
い
大
学
〟
と
し
て
も
評
価
を
受
け

て
い
る
。

管
理
栄
養
士
の
国
家
試
験
は
合
格
率
お
よ
そ
三
分
の
一
と
い
う
難
関
だ
が
、

愛
知
学
泉
大
学
は
平
成
二
十
三
（
二
〇
一
一
）
年
三
月
に
行
わ
れ
た
第
二
十
五
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回
管
理
栄
養
士
国
家
試
験
で
は
受
験
者
七
十
五
名
が
全
員
合
格
（
全
国
平
均
合
格
率
四
〇
・
五
％
）
と
い
う
極
め
て

高
い
水
準
を
記
録
し
た
。
国
家
試
験
受
験
者
全
員
合
格
を
目
指
し
て
一
年
次
か
ら
き
め
細
か
な
指
導
に
努
め
て
い
る

こ
と
も
全
国
平
均
を
大
き
く
上
回
る
合
格
率
に
つ
な
が
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

  
7

愛
知
学
泉
大
学
は
ま
た
、
大
学
全
体
の
評
価
と
し
て
、
マ
ス
コ
ミ
に
は
「
就
職
に
強
い
大
学
」
の
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン

に
挙
げ
ら
れ
る
（『
読
売
ウ
イ
ー
ク
リ
ー
』
臨
時
増
刊
平
成
二
十
年
七
月
十
四
日
号
）。

大
学
で
は
、
一
年
生
か
ら
〝
キ
ャ
リ
ア
形
成
支
援
〟
な
る
も
の
を
始
め
る
。

「
将
来
の
自
分
、
特
に
働
く
こ
と
の
意
義
を
考
え
る
」
→
「
働
く
こ
と
の
価
値
を
学
ぶ
」
→
「
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー

を
身
に
付
け
る
」
→
「
業
界
研
究
。
や
り
た
い
仕
事
を
見
つ
け
る
」
→
「
自
己
分
析
、
企
業
の
求
め
る
人
材
を
研
究

し
、
事
前
対
策
に
取
り
組
む
」
→
「
内
定
を
自
ら
勝
ち
取
る
強
い
学
生
へ
」
…

各
学
年
の
春
・
秋
期
ご
と
に
こ
う
し
た
段
階
を
経
て
、〝
就
職
活
動
に
強
い
学
生
〟〝
就
職
で
き
る
学
生
〟
と
し
て

社
会
へ
の
巣
立
ち
に
備
え
る
の
だ
。

そ
の
結
果
、
平
成
二
十
一
（
二
〇
〇
九
）
年
三
月
に
は
就
職
希
望
者
百
三
十
七
名
す
べ
て
が
就
職
決
定
。〝
就
職

率
一
〇
〇
％
〟
を
謳う

た

う
こ
と
に
も
な
っ
た
。

特
に
経
営
学
部
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
政
策
学
部
の
二
学
部
（
当
時
）
を
擁
す
る
豊
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
、
入
学
当
初
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か
ら
段
階
的
・
系
統
的
に
行
う
キ
ャ
リ
ア
教
育
に
よ
っ
て
、
即
戦
力
と
な
る
人
材
を
育
成
。「
就
職
率
は
全
国
経
営

学
部
系
大
学
ラ
ン
ク
Ｎ
o
・
1
」
と
さ
れ
た
。

そ
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
と
は
、
体
験
型
・
参
加
型
の
授
業
を
行
っ
て
実
践
力
を
養
っ
て
い
く
と
い
う
も
の
。
名
づ
け

て
「
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
」。

た
と
え
ば
、
経
営
学
部
で
は
、
地
元
の
利
を
活
か
し
て
、
ト
ヨ
タ
生
産
方
式
、
品
質
管
理
、
自
動
車
の
品
質
保
証

に
携
わ
っ
た
業
界
出
身
教
員
か
ら
実
践
的
教
育
を
受
け
る
「
ト
ヨ
タ
経
営
シ
ス
テ
ム
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
」
な
ど
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
政
策
学
部
で
は
、
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
運
営
に
携
わ
っ
て
チ
ー
ム
内
で
協
働
す

る
力
を
養
う
な
ど
。
そ
し
て
、
多
く
の
企
業
、
公
共
団
体
の
協
力
を
得
て
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
…
。

こ
う
し
た
専
門
知
識
の
深
化
、
経
験
、
チ
ー
ム
協
働
な
ど
に
よ
っ
て
、
就
職
後
、
即
戦
力
と
し
て
た
だ
ち
に
サ
ポ
ー

ト
で
き
る
人
材
を
育
て
て
い
る
の
だ
。
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